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教育と ICTをつなぐイノベーターとして

横川 チエルさんのホームページを拝見しますと，「子

どもたちの可能性ある未来のために『教育』と『ICT』

をつなぐイノベーターとして貢献してまいります」とい

うのがまず目に飛び込んできて，非常に深く共感したと

ころです。学校教育市場に特化されて，小学校から大学

まで幅広くラインナップを揃えておられますね。ICTと

教育の関係というのはコンピュータ利用教育学会がもっ

とも大きな関心をもっているところですが，会誌の編集

委員会としてもぜひお話をお聞かせいただきたいと思

い，訪問させていただいた次第です。日本でも ICT環

境整備が進められている中で，教育との関係をどのよう

にお考えになっておられるか，そのあたりからお話を伺

いたいと思います。

川居 私たちの沿革ですが，もともとは電子部品メー

カーのアルプス電気の情報システム子会社であるアルプ

スシステムインテグレーション（以下，「ALSI」）の教

育事業部でした。そこで ICTを利用した教育の授業支

援を展開していました。ICTを教育現場に普及させる目

的は二つあると思っています。それは，学校というのは

社会に送り出すための教育機関ですから，ICT リテラ

シーをしっかり身に付けさせて社会に送り出していくと

いうミッションがあると思います。もうひとつは，ICT

という新しいツールを使って先生方が今までできなかっ

たような授業に改善できるということです。その目的に

対して ICTというのはあくまでも手段のひとつですか

ら，授業支援として教材もハードウェアも必要ですし，

ソフトウェアも必要です。学校現場では，パソコン，タ

ブレット，スマホなど，テクノロジーは相当進化してい

ます。学習する場面も，教室だけでなく，ラーニングコ

モンズといわれる図書館であったり自宅であったりしま

す。ツールや場面が変わっていく中で，教材とハードウ

ェア，さらにはソフトウェアで実現できることをワンス

トップで提供する会社が必要だと考えたわけです。当

時，日本にはそのような会社がありませんでした。

横川 それで今の会社を立ち上げられたということです

か。

川居 そうなんです。11年前になりますが，ALSIの教

育事業部と，もう一方で，経営責任者として務めてい

た，デジタル教材を制作していた旺文社デジタルインス

ティテュートという会社をひとつにした方がワンストッ

プで提供できると考えました。そもそも，多くのデジタ

ル機器を導入して授業改善をするにしても，すべての先

生が ICT を得意にしているわけでもありませんし，

日々の校務にも忙殺されていますので，結局どこかで破

綻して活用されないということになってしまいます。国
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「子どもたちの可能性のある未来
のために―『教育』と『ICT』を
つなぐイノベーターとして」

川居 睦さん

（チエル株式会社 代表取締役社長）に聞く

日本でも教育の ICT化が進められています。今回は，小学校から大学に至るまで学校教育に特化して，教育と ICTの問題に勢

力的に取り組んでおられる企業のひとつ，チエル株式会社を訪問しました。多くのラインナップを取り揃えておられるチエルさ

んですが，商品・製品の開発に至った経緯をはじめ，教育と ICT に対する思いを豊富なご経験をお持ちの代表取締役社長・川居

睦さんにお話しいただきました。

インタビュアー：CIEC会誌編集長 横川博一（神戸大学）
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や地方自治体にしても，あるいは大学もそうですが，お

金を出すとなれば，費用対効果が見えなければ導入に踏

み切れません。そのような現場の事情にも精通した専門

の会社が必要だと考えました。

小学校から大学まで，学校教育市場に特化

横川 なるほど。そうしますと，最初から小学校から大

学に至るまですべての学校種が視野に入っていたという

ことですね。

川居 はい。もともと私たちは，企業や官公庁を対象に

したビジネスをほとんどおこなっていませんでしたの

で，小学校から大学までの学校教育市場と言われるとこ

ろに特化して事業を展開していくことにしました。マー

ケットという点では，今は国内に限らず海外にも目を向

けており，22か国に広がっています。国内に関しては，

マーケットインの戦略，つまり，ICT教育市場というも

のがあるならば，その市場のニーズを汲み取ってシステ

ムやサービスを展開するという戦略をとっています。海

外のウイルス対策ソフトを業務提携してもってきたり，

教材コンテンツは出版社と連携したりして，すべて揃え

ていこうという戦略です。海外に関しては，プロダクト

アウトの戦略をとっています。

横川 教育と ICTのかかわりの中で，授業の進め方と

いった部分はまさに先生方の専売特許になりますが，そ

れを支える ICT環境の整備に関しては，チエルさんの

持ち分というお考えで，そこに情熱を燃やしておられる

ということですね（笑）。しかし，テクノロジーという

のは常に進化・発展していく性質のものですから，ご苦

労もおありではないかと思いますが。

川居 そうですね。たとえば，高校や大学における語学

指導について申しますと，CALLシステムという製品が

あります。もともとはカセットテープを利用した LL

（Language Laboratory：語学演習室）から進化したもの

です。パソコンが普及し，教室でもインターネットが活

用できるようになり，その際のポータルシステムや，

オーサリングソフトなどを揃えていく必要があったわけ

です。それに対応させた製品が CALLシステムです。

横川 授業を行うのは先生の領域ですが，授業で重要な

「コンテンツ」についてはどうお考えでしょうか。

川居 教材に関しては，今のところ，高校生以上を対象

に，語学にターゲットを絞って，英語の資格試験の e

ラーニング教材などを手がけています。もう十数年前か

ら制作していまして，延べユーザー数は三百万人を超え

ております。小・中学校の教材と言うと，やはり詰まる

ところ，教科に関係なく教科書準拠のものになってきま

すが，なかなか教科書会社さんとの提携は難しいので，

それとは違うレイヤーで「漢字ドリル」とか「計算ドリ

ル」とかをつくられている教材会社さんと提携して，そ

こから教科書準拠の教材をいただいています。私たちは

コンテンツホルダーではありませんので，それぞれの出

版社さんからご提供いただき，それを電子化して，CD-

ROMかクラウドか，一斉授業型にするのか個別学習型

にするのか，というようなことを検討して制作していま

す。

CALL システムのインパクト，そして BYOD

の動きをどう見るか

横川 なるほど。さきほど話題に出ました，CALLシス

テムに話を少し戻させていただきますが，外国語教育史

において，テープレコーダーの発明というのは語学能力

を高めるのに非常に画期的な発明でしたし，それを搭載

した LL教室というのは大きなインパクトがあったと思

いますね。それが CALL教室となり，今はその発展形が

出てきているようですが。

川居 もともと「CALLシステム」は私が企画したもの

です。1996年のことです。それまでは ALSIでビクター

さんの LLを取り扱っていました。その頃は，ビクター

さんをはじめ，ソニーさん，パナソニックさん，アカイ

さんと多くのメーカーがしのぎを削っていました。その

中で，ビクターさんの LLのソフトを私たちがつくって

いたわけです。さすがにあの時代はカセットテープが影

を潜め，いずれパソコンとインターネットが普及してく

る見通しがありましたから，今の CALLシステムにたど

りついたわけです。当時は，画像転送に画像転送用の

AVのケーブルを引き，音声は音声専用のケーブルを引

いていました。ですから，非常に高額なものになってし

まいました。六千万円くらいでしたか。それはそれなり

に市場には受け入れられましたが，やはり六千万円もす

る高額なものは，大学では導入できても高校では難し

く，大学でも大手のところしか入らないだろうというこ

とで，価格を下げるために，LANケーブル 1本に音声

も映像もデータも入るような技術を開発しました。私た

ちの役目は，まさに技術開発にあります。音声転送の遅

延を改善し，映像音声と連動した音声波形を表示できる
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動画学習ツール「ムービーテレコ」を開発しました。教

材については，当初，マクミラン ランゲージハウスさ

んからご提供いただいていました。

横川 今は，その CALL教室も維持していくのがなかな

か大変なようですね。

川居 大学の設備として何十室もの CALL教室をつくっ

たり，維持したりするという時代も転換期に来ていると

思います。

横川 学生自身がノートパソコンなどを持ち込む，いわ

ゆる BYOD（Bring Your Own Device）の動きが出てき

ていますね。

川居 そうですね。ご存知のようにアメリカの教育機関

では，ChromeOS が 6 割程を占めています。BYOD の

環境下では，iPadも安価な端末も混在でクラウドを利

用するという時代です。これは大きな波で，逆らえない

と思います。

横川 日本でも少しずつ BYODの動きがあって，いく

つか先行導入している大学がありますが，なかなか抵抗

もあるようですね。ただ，海外の大学に行くと「パソコ

ン開いてください」とか「タブレットを出してくださ

い」って言われることが日常的にあって，日本人の大学

生だけが「えっ？パソコンなんか持っていない」と慌て

るということが起こっているようです。しかし，いざ全

学に導入ということになると，いったいどんな学習効果

があるのかといったことが議論になります。ツールとし

て標準化するのは，日本ではまだ難しいのでしょうか。

川居 そうですね，環境の話と学習効果の話，教授法の

話は別だと思います。そこは分けて考えるべきですね。

環境の話で言えば，学生が持ち込む端末を学内のネット

ワークに接続するので，通信速度の問題やセキュリティ

上の問題が出てきます。その対応で情報センターのコス

トが非常に大きくなってしまいます。また，BYODにな

ったときにはサーバのコストも莫大になります。その

トータルコストを考慮する必要があります。一方，教授

法の話になると，これはまた別でして，ここは私たちの

専門分野ではありませんので，先生方のご意見を聞きな

がら製品企画をしております。ひとつ言えるのは，大学

入試改革でセンター試験が変わり，英語では 4技能が問

われる試験になります。その際に，スピーキング練習と

いったコンテンツとテクノロジーは用意をするなど，大

きなトレンドに対してしっかり手を打っていくことが，

私たちの専業メーカーの役目と考えています。

横川 川居社長の頭の中ではもう次のことも考えておら

れるんでしょうね。今後，どのように形を変えていくの

か，また，世界がどう動いていくのでしょうか。

川居 世界が…，そこまでは思ってないんですけども

（笑），最終的には，誰もが思っているように，BYODに

なって VDI環境で持ち込みでといったときには，セキ

ュリティの問題，運用の問題が生じると考えられます。

もうひとつは国や自治体，学校での予算のつけ方の問題

に直面すると思います。要するに，今のような形ではな

くて，家電のように説明書なんか読まなくても使えるよ

うな形にすること，あとはセキュリティ面と安定感とい

うところかと思います。

横川 時代が変わってきて，学習効果がどうかというこ

とは別にしても，たとえば外国語の授業という環境です

と，日本の教室に居ながらにして世界とリアルタイムで

繋がるようになったということはやはり大きいと思いま

すね。海外の人と繋がって，何かやりとりをする。外国

語を使う意味がそこにはあって，英語をしゃべりたい

な，日本のことをもっと伝えたいな，と思って使う環境

がリアルタイムに設定できるというのは，今の時代のい

いところ，ICTのいいところだと思うんですね。

ICT とモチベーション

川居 私たちがお手伝いできることというのは，大きく

分けて二つしかなくて，私たちは授業ができるわけでは

ありませんので，冒頭で申し上げたように，先生の授業

改善にお役に立てるような，あちこちあちこち触らなけ

ればならなかったり，ボタンが小さくて使い勝手が悪か

ったりということがないように，家電のように，やりた

いことが即座にできるようなシステムづくりをすること

だと考えています。もうひとつは，学生さんたちのモチ

ベーションをどう維持できるかということについてもお

手伝いできると考えています。たとえば，年に 3回行わ

れている「英検」対策用の eラーニングシステムは，英

検 5級から 1級までありますけど，語彙クイズや文法ド

リルをはじめ，準 1級までの新しい過去 3年分の問題が

見えるようになっています。さらに，英検レベル診断の

メニューもあり，1問 1問レイティングされて，最初は

準 2級の問題が出てきて，できない人はどんどん易しく
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なっていって，できる人はどんどん難しくなって，あな

たは何級です，というような診断もしてくれます。です

から単なるドリル形式ではないので，非常にモチベーシ

ョンがあがっていきますね。このモチベーション維持と

いう点で ICTがお役に立てると思います。

横川 その教材のシステムを使って，実際に学習者のモ

チベーションがあがるっていうのは実証されているので

しょうか。ICTの教材を使えばモチベーションが必ずし

も上がる，というわけではないでしょうから，学習者の

熟達のレベルにどう合わせるかとか，どうエンカレッジ

していくかというようなことが重要になってくると思い

ます。

川居 はい。英検の例が分かりやすいと思いますが，あ

る学校でほとんどの学生に英検を受けさせるとなると，

合格率は下がりますよね。できる人はトップレベルでで

きるんですが，できない人はとことんできないことがわ

かって，これは何とかしなくてはいけないということに

なります。ある自治体では，さきほどの e ラーニング

『英検 CAT』という教材を使っていただきました。当初

はなかなか活用率が上がらなかったのですが，クラウド

ですからデータが全部わかるわけです。どの学校でどれ

だけ使っているか，どの人がどれだけ使っているか。そ

れで突き詰めていくと，先生の方にばらつきがあること

が分かりまして，どうしても積極的で ICTが得意な先

生は学生さんにもせっせと活用するように言ってくれる

んですが，そうでない先生は…（笑）。これではいけな

いと，私たちの社員が学生さんに直に説明をしてモチ

ベーションが高まり，受験率・合格率が上がったという

ことがあります。

さらには，英検の合格率が上がったのはいいんだけ

ど，校内の英語のテストの成績を上げたいんだ，という

話になって，さてどうしようかと取り組んだことがあり

ます。あくまでも，私たちの製品というのは，いわば

「半製品」なんですよね。まだ「完成品」ではないんで

すよ。私たちが授業をできるわけではありませんし，学

校に製品を納めさせていただいて，授業でうまく活用し

ていただいてはじめて完成品に近づいていくということ

になるわけです。商売的な話をしますと，学校では 5，

6年に一度は買い替えをします。そのときに一度入れた

ところで，たくさん使っていただけると私どもをまた指

定していただけます。私どもの製品は全国でかなりの学

校で使っていただいていまして，15年，20年近いとこ

ろもたくさんあります。当時の ALSI時代から使ってい

ただいているお客さんも多いんです。

教育現場のニーズをどう捉えるか

横川 そうすると，学校が置かれている状況を把握した

り，現場の一人ひとりの先生方からのいろいろなニーズ

をどう吸い上げるかということが問題になると思います

が，その辺りはどのように取り組まれているのでしょう

か。

川居 全国に 10人ぐらいの社員を大学に常駐をさせて

います。たとえば，青山学院大学さん，上智大学さん，

専修大学さん，そういったところに社員を常駐させてい

るんですね。これまでの常駐と言いますと，情報セン

ターや導入先のシステムの不具合などのメンテナンスの

ためだったんですが，そうではなくて，私どもの社員が

常駐して，先生方の授業に立ちあうわけです。どういう

授業をされようとしているのか，それならこういうファ

イルをつくってこうやる，などのご相談をお受けするこ

とが現場でできるんですね。授業に立ちあっていますの

で，そこにいる社員たちを通して，ニーズがあがってき

ます。

横川 実際に社員の方が授業に立ちあっておられるの

で，あがってくるニーズには膨大な背景と体験があると

いうことになりますから，とても信頼できるものである

と言えますね。

ICT 環境がアクティブ・ラーニングを促進する

横川 新しい学習指導要領も公表され，また，教育のパ

ラダイムの転換とまで言えるのかどうかわかりません

が，アクティブ・ラーニングというようなことばも踊っ

ていますが，その対応についてはどのようにお考えでし

ょうか。

川居 たとえば，時事英語の配信をおこなっています。
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「政治・経済」「国際・国内社会」など，7 つのカテゴ

リーに分けて週 3本，翻訳会社さんと連携して，リアル

に起こっているものを長短 2種類の英文に，英語の音声

と和訳をつけて配信しています。それをアクティブ・

ラーニングの題材としてご提供しているというのはあり

ますね。情報活用能力を駆使して，調べてまとめて発表

するということが小学校から大学まで行われているとこ

ろかと思います。CALLシステムの活用もアクティブ・

ラーニングと言えばアクティブ・ラーニングですね。慶

應義塾大学さんの中ではそうした形で使っていただいて

います。双方向という観点から見れば，技術的には，タ

ブレットなどを無線環境に対応したものにしなければな

りません。やはりアクティブ・ラーニングというような

授業形態に変わるときには，当然のことながら，ワイヤ

レスでという話とセキュリティ問題，あとは教材をどう

するんだという話になりますが，そこに関しては私たち

も製品を揃えています。

横川 なるほど。アクティブ・ラーニングを起こしやす

い学習（学修）環境を提供されているということです

ね。新しい学習指導要領には，アクティブ・ラーニング

という用語ではなく，「主体的・対話的で深い学び」と

表現しているようですが，今でも一方向的で知識伝達型

の授業が主流なんでしょうか。

川居 大学の授業をときどき拝見させていただくと，グ

ループでディスカッションして，みんなでまとめて，発

表する，というようなことは普通にやられてますね。だ

から逆に今さらという感じもします。社会に出れば，調

べてまとめて発表するというのは当たり前の話ですよ

ね。それから，新製品として近々発売しようと思ってい

るのは，タイピングのソフトです。最近の学生さんは，

スマホに慣れ過ぎていますから，タイピングが苦手なん

ですね。大学の先生とお話ししたときに，スマホで論文

を書くので，企業に入ってから大変苦労されていると伺

いました。今回のタイピングソフトはクラウドで発売し

ようと思っています。それをさらに CALLシステムの中

に授業支援としても取り入れ，モチベーションをあげる

ためにランキングを出したり…。カラオケのように全国

でどういうレベルかというランキングが出るとますます

関心が高まりますよね（笑）。

横川 そのタイピング練習は，ノート PCとかでやるの

ですか？

川居 ノート PCやデスクトップ PCです。やはりタイ

ピングの問題は今の企業側からすると結構大きな課題の

ようです。

横川 かつて同僚の先生で，たくさんご著書のある先生

は，ちょっとした時間にスマホで原稿を書いておられた

のを思い出しましたが，社会に出て文書作成する際には

タイピングが適切にできるかどうかはやはり大事な問題

になるんでしょうね。CIECの学会誌に投稿される論文

の中にも学生のタイピングの問題を取り上げたものもあ

ります。小学校のときのローマ字の影響を扱っていて，

訓令式なのかヘボン式なのか，みたいなこともありま

す。

川居 どうしても新しいテクノロジーが普及してくると

取り残されがちですし，そこに手を打っていかないとい

けないと思いますね。とにかく，私たちのような小さな

会社は，いかに限られた市場に対して専門性を高めてい

くかということが重要ですね。また，文部科学省や総務

省の公聴会には，うちのマーケティング部の社員が傍聴

させていただいていますので，国の施策や動向などをい

ち早く掴み，それと現場との乖離をどうみていくか，今

後の方策としていかにしたらいいかといったことも話し

合っています。

横川 社長のおっしゃる教育・学習支援というものがど

ういったものかが分かってきました。先生方が忙しいか

ら，あるいは大人数で大変だから出欠システムを開発す

る，というような次元のものではないんですね。

川居 あくまでも私たちは企業のメーカーであって，教

育者ではありませんので，先生の領域は先生の領域での

専門性があるわけですから，教授法等に関しては先生方

のご意見を聞いて，私たちは先生方が望むものをいかに

実現できるか，そこにどういう新しいテクノロジーを組

み込んでいけるかということになるわけです。場面が学

校外でも，デバイスもスマホですとかパソコンですと

か，OSも多岐にわたってきますので，ここに対して最

終的にこの辺をどうあわせていくか。私の立場として

は，それをどうビジネスとして帳尻を合わせていくの

か，ということですよね。したがって，先行投資として

相当にお金をかけて進めています。特許も取得していま

すよ。

また，私は 1992年から 96年まで北京と台湾で仕事を

していましたが，現在も，海外ではメイドインジャパン
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が非常にクォリティの高いものだと認知されていますの

で，私たちは日本で自信を持ったものを海外に出してい

くことも大事だと思っています。

グローバル社会・教育・ICTをどう捉えるか

横川 なるほど。社長自身もグローバルにご活躍されて

おられるんですね。昔から日本に居ながらにして世界を

視野に入れて仕事をされてきた方はたくさんおられると

思うんですが，社長のご経験からグローバル人材という

ようなスローガンをどう捉えておられるんでしょうか。

小学生も大学生も含めて，どのような社会人になってほ

しいとお考えでしょうか。

川居 私たちみたいなベンチャーの求める人材と大手企

業の求める人材は違うと思いますので一概には言えない

のですが，私どもで，というふうに仮定すると，やはり

しっかり情熱を持ってほしいなというのがあります。私

もこの会社を独りから立ち上げ，30年ぐらい前にこの

事業を始めたので，本当に苦しいことばかりでした。貿

易もわからないので，台湾で作って基隆の港から出して

晴海で受け取るんですけど，乙仲っていう言葉もわから

ず，『はじめての貿易実務』という本を買ってきて教え

ていただきながらやってきました。ある時，北京師範大

学の学生さんといろんな物をつくったんですね，最初

は，日本の常識・世界の非常識だというのが全然わから

なくて，一方的に言ってただけでそっぽ向かれたりして

いたんですけれども，一緒に卓球をやったり，食堂でご

飯を食べたりするうちに仕事がうまくいったりというこ

とがありました。それって，協働で何かものを仕上げた

い，ものづくりにこだわって世の中に少し貢献したいと

思うパッションなわけで，ぶれないことが重要だと思い

ます。お金は後からついてくるものだと思っていますの

で，安易にお金お金と言うのはどうかなと思います。決

してお金を持っているから裕福ということではありませ

んし，豊かさというのは心の豊かさですよね。突き詰め

ていくと，僕たちのつくったものが世の中に貢献できた

よねとか，市場をつくったよねとかにつながるはずで

す。フィルタリングソフトという今では当たり前のもの

も，実は ALSI時代に私たちが日本に持ち込んだもので

した。夢をしっかり持って，情熱を持って，ひとつのこ

とに取り組んでほしいなと思います。

横川 今進められている教育改革も，社長の仰るような

精神を基盤にして，実質的に実りあるものにしていかな

ければならないと思いました。

川居 やはり教育というのは日本の根幹ですからね。そ

の中で ICTはツールとしては避けては通れないもので

すから，国がその旗を振っていただけるということは，

私たちにとっては大きなビジネスチャンスとして捉えて

います。

チエル株式会社はどんな人材を求めているか

横川 貴重なお話をありがとうございます。直接お話を

伺って，チエルさんがどういった理念で商品や製品の開

発に取り組んでおられるのか，そこにどんな思いが込め

られているのか，といったことを知ることができまし

た。ホームページなどで商品や製品のラインナップを拝

見するだけでは，流行のキーワードがどの企業さんでも

踊っているだけに見えてしまいがちですから。

川居 確かに商売，ビジネスですから，それはそれで仕

方のないところがあろうかと思いますが，私が一番大事

にしているのは理念や行動指針です。それは詰まるとこ

ろ，「じゃ，何のために働くんですか？」というと，一

回しかない人生，社会に少しでも貢献できればいいなと

いうことですよね。あとは自分たちの生活をしっかりあ

る程度豊かにしたい，ということに尽きるのではないで

しょうか。そうすると，会社組織としてはやはり理念と

いうものがしっかりないといけないと思いますし，理念

を実現するのは社員ですので，行動理念，行動指針をし

っかりと定め，ここに共感できない人は入っていただか

なくても結構，ということになるのではないでしょう

か。仕事ができようができまいが。会社は何百万社もあ

りますし，やはりこういう思いをもって入社してほしい

なと思いますね。その結果，カタチとして商品ができあ

がるものですから。
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横川 そのプロセスにどうかかわるか，一生に一度きり

の人生ですから，大事にしたいものですね。

川居 それに，今の時代，ものを売るということは，何

と言いますか，自分たちが丹精込めたものをつくりあげ

ても，所詮は「半製品」なんですよ。ですから随分お叱

りをいただいたりもします。私たちの製品はパソコンや

OSを動かして，その上で作動するものなので，トラブ

ルは全部うちの製品にあるように見えちゃうんですよ。

でも，よくよく調べてみると違うことが多いんですね。

でもそれは，そうであってもお客様に対しては申し訳な

いことと考えています。価値の代償としてお金をいただ

いて，それで生計を立てている限り，私たちの製品にご

満足いただけるように，そして末長く私たちの製品を使

っていただけるようにしないといけないですね。

横川 このたび訪問させていただく前は，チエルさんと

言えば，専門としている分野から CALL システムのイ

メージしかありませんでしたが…。

川居 CALL ですね。このところは苦戦続きですね。

1996年に企画して 97年にできあがったのですが，最初

は性能が必ずしも良くなかったですね（笑）。どうしよ

うかなと思っていたときにお客様に助けていただいて，

大学生や先生方と一緒につくってきたという経緯があり

ます。それでできあがった製品なんです。そこからどん

どん改良していきました。青山学院大学さんももう 10

年ぐらいのお付き合いになりますが，最初は課題も多

く，それをデジタルに全部変えたんです。まさに画期的

な技術力でしたね。それをきっかけに，みなさんに認め

ていただけるようになりました。

横川 これからもますます発展していきそうですね。

川居 とにかく新しい技術を安価に…。そこには，やは

り技術改革しかないんですね。研究開発を重ねながら世

に送り出していくのですが，これがなかなかうまくいか

ない。しかしながら，先生方のニーズをもとに，新しい

技術に挑戦しているということがおわかりいただけるの

で，繰り返し改良していって，先生方がこうしたいと思

っておられる授業が実現するように，これからもお手伝

いをさせていただきます。

横川 今日は大変お忙しい中，数々の貴重なお話をどう

もありがとうございました。私の中でもやもやしていた

ICTと教育との関係がかなり明確になってきたように感

じました。ともすると無機質な ICT教育をどう支える

か，それに真正面から取り組んでおられるチエルさんの

理念，考え方に，冷静ながら凄みのあるパッションを感

じた次第です。今後ともどうぞよろしくお願いいたしま

す。
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